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・
歩
く
避
難
路
の
整
備
を

・
エ
ゾ
シ
カ
処
理
施
設
の
活
用
を

回
来
年
度
、

初
の
避
難
訓
練
を
実
施

日
東
日
本
大
震
災
被
災
地
へ
管
理

職
や
若
い
職
員
を
ぜ
ひ
現
地
に
派
遣

し
て
は
ど
う
で
す
か
。

［
凰
　
そ
う
い
う
経
験
は
今

後
の
防
災
体
制
に
必
要
で
す
が
、
今

の
人
員
体
制
で
派
遣
は
難
し
い
で

す。巳
先
日
の
台
風
ほ
号
の
よ
う
に
局

地
的
豪
雨
は
い
つ
発
生
す
る
か
分
か

ら
な
い
。
毛
布
、
非
常
食
、
ラ
フ
ト

ボ
ー
ト
な
ど
の
備
蓄
・
備
品
は
、
そ

の
後
ど
う
な
っ
て
い
ま
す
か
。

［
㈲
㈲
㈲
凰
非
常
食
は
、
今
後
計

画
的
に
備
蓄
し
た
い
。
今
回
は
毛
布

1
5
0
枚
な
ど
予
算
計
上
し
、
今
後

は
保
管
庫
も
確
保
し
て
、
備
蓄
物
を

整
備
し
ま
す
。

田
唯
一
の
避
難
路
で
あ
る
中
学
校

へ
の
坂
の
下
は
浸
水
箇
所
で
災
害
時

に
は
危
険
。
運
動
公
園
や
宮
下
か
ら

中
学
校
へ
歩
い
て
登
る
道
を
、
人
の

避
難
路
と
し
て
整
備
し
て
は
。

［
㈲
㈲
㈲
鳳
］
千
歳
の
堤
防
沿
い
の

道
路
は
若
干
の
補
修
を
検
討
し
た

い
。
歩
い
て
避
難
す
る
経
路
も
、
昔

の
遊
歩
道
を
整
備
で
き
る
の
か
検
討

し
ま
す
。

田
各
家
庭
や
独
居
老
人
等
、
地
域

で
も
確
認
の
た
め
避
難
訓
練
を
実
施

す
べ
き
で
、
考
え
を
伺
い
ま
す
。

国
今
年
度
は
実
施
で
き

ま
せ
ん
が
、
新
年
度
は
実
施
予
定
で

地
域
も
し
く
は
全
村
で
や
る
の
か
検

討
し
た
い
と
考
え
ま
す
。

回
エ
ゾ
シ
カ
対
策

田
エ
ゾ
シ
カ
の
村
内
の
生
息
状
況

と
近
年
の
農
業
被
害
の
状
況
は
。

［
㈲
㈲
－
村
l
且
道
内
頭
数
は
推
定
6
5

万
頭
。
村
内
も
増
加
傾
向
で
農
業
被

害
は
牧
草
の
み
の
デ
ー
タ
で
、
平
成

2
0
年
8
0
8
万
円
、
2
1
年
度
6
4
9

万
円
、
2
2
年
度
3
8
0
万
円
で
す
。

田
農
業
被
害
軽
減
の
た
め
施
設
を

早
期
に
建
設
す
べ
き
だ
が
、
建
設
場

所
と
完
成
予
定
は
。

［
㈲
㈲
㈲
且
　
建
設
場
所
は
字
占

冠
、
旧
高
谷
木
材
跡
地
で
、
建
設
費

は
概
算
で
3
9
5
0
万
円
。
完
成
は

今
年
度
内
を
目
指
し
、
今
後
、
補
正

予
算
を
提
案
す
る
予
定
で
す
。

田
運
営
は
民
間
と
聞
い
て
い
る

が
、
山
菜
工
場
の
二
の
舞
の
危
険
性

が
な
い
か
、
行
政
が
経
営
に
関
わ
る

の
か
伺
い
ま
す
。

［
㈲
㈲
㈲
㈲
］
施
設
は
村
が
建
て
て

管
理
し
、
運
営
は
実
際
に
使
う
人
が

行
い
ま
す
。
普
及
活
動
に
は
側
面
的

支
援
を
行
い
ま
す
が
、
経
営
に
直
接

携
わ
る
こ
と
は
一
切
あ
り
ま
せ
ん
。

田
施
設
の
衛
生
面
対
策
は
。

［
凰
　
残
浮
は
汚
臭
が
発
生

し
な
い
よ
う
冷
蔵
・
冷
凍
保
存
し
、

排
水
は
法
令
に
基
づ
き
処
理
し
ま

田
エ
ゾ
シ
カ
肉
の
具
体
的
な
有
効

利
用
は
。
村
民
は
気
軽
に
購
入
で
き

る
よ
う
に
な
る
か
伺
い
ま
す
。

［
凰
一
般
家
魔
、
商
店
、

道
の
駅
、
ト
マ
ム
リ
ゾ
ー
ト
の
消
費

も
考
え
、
将
来
的
に
農
産
物
や
山
菜

等
々
、
融
合
し
た
製
品
開
発
も
検
討

し
ま
す
。
企
業
と
連
携
し
地
域
ブ
ラ

ン
ド
の
シ
カ
肉
普
及
を
応
援
す
る
体

制
づ
く
り
も
考
え
て
い
ま
す
。

田
エ
ゾ
シ
カ
は
持
続
可
能
で
、
環

境
に
も
良
い
食
料
で
す
。
村
民
の
利

益
に
つ
な
が
り
、
地
域
で
広
げ
る
考

えは。
［
l
中
1
㈲
㈲
凰
　
道
で
第
4
火
曜
日
を

シ
カ
肉
の
日
と
制
定
し
、
村
も
　
「
占

冠
産
」
　
の
消
費
流
通
を
支
援
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

田
厚
真
町
で
は
ハ
ン
タ
ー
の
死
亡

事
故
な
ど
住
民
に
と
っ
て
危
険
が
増

す
こ
と
が
な
い
か
伺
い
ま
す
。

［
㈲
㈲
㈲
且
　
占
冠
は
狩
猟
で
個
体

数
を
減
ら
す
道
を
選
び
ま
し
た
。
エ

ゾ
シ
カ
対
策
協
議
会
で
は
マ
ナ
ー
講

習
会
や
、
将
来
的
に
猟
区
設
定
も
検

討
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

回
少
量
多
品
種
の

新
規
農
業
プ
ラ
ン
を

臼
農
業
人
口
減
で
高
齢
化
し
農
業

が
単
一
化
し
て
い
る
が
、
村
内
外
か

ら
新
規
就
農
の
具
体
的
プ
ラ
ン
が
あ

り
ま
す
か
。

［
㈲
㈲
㈲
且
農
業
委
員
会
ゐ
答
申

で
占
冠
村
新
規
就
農
等
支
援
対
策
実

施
要
項
に
、
新
規
就
農
対
策
、
後
継

者
対
策
が
あ
り
、
本
年
度
中
に
要
項

を
見
直
し
、
新
規
就
農
対
策
を
進
め

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

）

田
昨
今
、
道
の
駅
や
リ
ゾ
ー
ト
で

も
消
費
地
が
あ
り
、
観
光
に
つ
な
げ

る
多
様
な
新
規
就
農
プ
ラ
ン
が
必
要

と
思
い
ま
す
が
伺
い
ま
す
。

［
㈲
㈲
㈲
村
l
凰
　
こ
の
3
年
で
新
た
に

具
体
的
な
プ
ラ
ン
を
作
ら
な
け
れ
ば

村
の
農
業
は
崩
壊
す
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。
国
の
政
策
も
大
型
化
・
機

械
化
し
て
お
り
、
少
量
・
多
品
種
の

農
業
が
適
し
て
い
る
か
農
業
委
員
の

意
見
も
聞
い
て
進
め
た
い
と
考
え
て

回
広
報
へ
の
死
亡
者

出
生
者
の
掲
載
再
開
は

田
村
広
報
へ
の
死
亡
者
、
出
生
者

の
掲
載
を
家
族
に
確
認
し
、
掲
載
再

開
で
き
ま
せ
ん
か
。

園
　
こ
れ
ま
で
個
人
情
報

保
護
か
ら
掲
載
を
控
え
て
き
ま
し

た
。
広
報
掲
載
は
基
本
的
に
本
人
や

家
族
か
ら
の
申
し
出
と
な
り
、
掲
載

有
無
の
ト
ラ
ブ
ル
や
公
平
性
を
考

え
、
難
し
い
も
の
と
考
え
て
い
ま

す。回
小
さ
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
中
で

情
報
共
有
は
大
切
だ
と
思
う
が
、
今

後
、
検
討
し
て
は
ど
う
で
す
か
。

［
㈲
㈲
㈲
鼎
個
人
情
報
を
度
外
視

し
て
も
、
小
さ
な
コ
ミ
ュ
二
二
ア
イ
か

ら
始
ま
れ
ば
可
能
と
感
じ
ま
す
。


